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~2 図 7 リペレス自由貿坊地・隣僚にやれ1!1守見1ur・x1
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I fド il、

(/1', 1•J1) Mari＜＇＜九ぷ Iiay I larhor and . ＼，ケacc11t!11-

d11strial '/.one J>eudojnnent l'nリeel(Manila，八sia・

tic I孔｜（日：，，tcrl（川l川 ratio口， ¥pril 196＇【I: I）む

1Jiwi 入院は，！~Hi~ とたるn 、ニ (I) I’ti〆 i ケトω／こ 1のの総投／II

, t, t.:, '・, ·il~i:':i1h .•;; 700 1j. ', I了（＂Jjl!Jに36001/

ζソが iJ仁よjl, EJ7l'i'Iえ＝まヘーに：；（）（）（)Jj,,. ・' .',;J芝資，＼ ;j'

ふn h才九二び）｜「（（；＇f,;市市1i.;1；カ』がと IJ;j辻うの；:tL 1'. 1.γ 

（弓 lf~i日骨 l! 』｜’lrl1港H＇中 J：軽工業［f-ltl'＼開発。）、：［fiiであ乙、

これi L P亡1,' :','J.t.6;t:’主1';f1更！，，）Ji,1:i）ょうん／，

u> rあふ。
:t lTt1'f山t，沼 lr1t1~：1 で（1972年士 Gに）， 100～120n 

っ：はい：， in＇：：し 7：バ入力、f. ; lffiOOO I、 IJ~ i（＇＇われ九イ 3

のL:.m1 ii いらの
;Iくに、 こげ川島常問ll[l('J山、「j断行＼ .ll〆／：？外（守iよ， 年間

I ti；～ I/,.' ！日i）αFi c ' f,'1t;¥ / i、 -: hi 1rv:11_: J七軒i

L、1とどどj 日（1・11司にlfi～20＇）｛，の附 11111:1,1,；主 l.ltぷ内

tiこ，愉入l日， 11に社十る無flH／＼＇門ペヘ車内「 llt'純ぎの能

丹化に」 ／亡輸II¥,11 !ft'.im三が行人、h)1，るのあI，；じず，事（i!I', 

F主業の多角化1，市めムれるだ乃島九

ごの地域の開発ば，日Jn寺にマニ二ヲ市における人川町；［！

と工場，,4,:11：可お上 er-yーヲ滑川勺111＂渋滞合問印する三 L

1::: '1, fJ 7，う0

3て，とのr駒山h.，日にi士L、る慌を｝！＇'5れるi理雫lこはど

!vfcも，，・•• ＇）＇；＿＇.；，るでち九円か O ]・'iff:tゃれ川.t1・ rh, ・'};!, %: ； ！ 

:r約的川1侭iii＼；志向＂：＇！ ν！）申1巨仁寺聖i：：わ..' 

I仁「Jfr.二JL「）骨係｜‘猿l士 A 時雪に役l/沖（＇）'f突』「下I{司問が鰐力、〈，

:'Ur長を！＇； ,・. v＞治：そji. /' : t 与•.1; 、 i ‘ I ＇上資品L もノ I?t；くぐ十九、

主た， ；；－f<[,!1ゃ外貨作：i；；：関し・c,'<:i也、ll¥Z.主主oi.＇ぞj'i，，晶、r，と
ある。そこでフィリピン軽工業の現状と将来性を新設し

て優先11；＇［／－.＇／：；士次の kちな軽工芝、比行，えん，.fiろ

製胸r'<r'，‘ f母子｝:fi, II：出払， 'ilL( .J；よひマ；土＞Vi''l品，fを，111'1,

家具，衣服， 子会，＼t，＇ 称1物・織物，，w:i引・，，，， l符；£同事1,17,,

事待機械用品，光ぷ戸製品，？けヰ・泊｝'fi.ロウ製品，薬品，

70・，ス千ック， h'i1伝機械，二fム製品， （；－rN繊維J/,,fjj綬

糸，木製品，その他の労働集約的，輸出志向型の軽工業。

加れらの産業を析しい工業同地に誇放し定着させるた

めぶ，、＇1局；土主主ざまのお同ならびiこ係遇措置を号えて

L、＂， 0 

！マ）］めはNYl:Iの措計ヴ）；） IJ ＇との JUJ域にHV、之、あ

ん 1,;:, 1!¥Jli入，＼／，：て＜］ Lて，同g;,げたおよび－； （ヲピユ内[i.！内

iJ, HU): ]'illf日されず， freeとなる。

句・； '.2 円品11に l:JUl貸付けでふむが，輸出，iri業tこ士、iしては

1s11:n1，更新10:ti:司の期似で貸し出L,1971年12JJ上で

に，；rg1,rされた工場に主jLては1973年12月まで賃貸料は無

料、宅グ）他のf)l/1-'：社しこ.：tl平方 Jートル当たり年間

'.'. J 戸あるn ての徒主主ft料l士1974年iノ川ベソから1986

干ドザ） 7ベソ cj::.・c:しだいにと界十るがいす4れにしても非常

仁会LI付金で二IJU：：そ貸しおけど〉事にた pている。

;c：－，； 町：部；行l土．時；＇11入の万訂fM涜きの打1i-ki化でふり，今

1、守のややこしいね，ft!:手続きや’主務手続きを省時，簡便

I I ！かも］ 1; jiljで手続ミーがすべてで当る上うに十ろ。

:x; 1；員二日を！ とは，｛氏zストで水土 ＇，＇1I1Jの供給がれさ

,Jrるととで，その使用料は？ニラ工業地帯よりも安くな
・加

〆〉勺＂

:;,; 5 ff予行に‘［tiヰ［ならかにft'i’蔵，＇i':)i)送「t系の統イヒで

あり，原材料の閉送，荷積みの能率化である。

首す行役円l士， f氏貸金の労働力であり，マニラ地域の過

剰ウj倒 fJf士衛ljllみ，＇！ !l,r.i楽にk ,C森易仁、この7 ワーごレえの

勺（的ii積となりえる点である。

第7帯日に，この地域の労働者に対して，安い家賃の

fr’とがえ]J）~さ hぷ。

み〉白番目に， T場建設に対しては長期，低利息の建築

ローンが用意されていることである。期間10年， 12%の

手I]fでさ物費用の75%までローンと Lて併りられ， tn保

は往均1:1身と当局Eの借地契約だけで上い。

最後に，中央銀行は，輸出加工産業に対して優先的に

狩4こ叩
1 ..-- .t ,c 

：い，C'")・'.;J弓

)'). r.述ぺたのがこのマリペレス自由貿易港・隣接工業

Jil\h\:/ii! 発の慨＇＞，~·c.1:1 る。 んけどンとしては， 1,k:.r]JLた

例＇： Iて‘判ずれれる台湾の；；・：；ぽ？とあ乙保干見方自：IY，ある

いは，シンガポ－1レのジュ口ン工業地帯を手本にしなが

れ，三の悶初／）；＇／.！；式としご 7 I｝ペレスt:i:l'Jび，約 1L1r九

C'tl寸｜也を建たその，H主」力に上ってブ｛リピンの主主；，干潟

'leをさらにJJII速させることをねらったものである。
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OU）“ The Relevance of the Foreign ’frade 

Zone to the National Economy in The 70γ(1970 

年 12....自 I:Iて Makati ロータリークラノd , Foreign 

Trade Zone Authority ，ぷ！二j＼；；瑚， Mr.Teodoro Q 

Pefiaが行なった演説草稿〉。

III 了経済報子J)tr （パー 1）の紹介

との報i，必ぷ実質的にjf,Z.I(j,i十fil1jの骨粗土た？に。内寄与

は，第 1殺でブイリピン経済の現状を分析し，輸出入構

造，海上輸送状態，マニラ港使用状況が詳細にl吟l来，／J(

望されるlつ＇.~1'.2 空においとは『 iJC:造業者や 1ffi tiにけして

アンケート！羽fi，インタ 1・・ L ーが行なわれ、 i'irt11frおよ

び工業団地に対する関係業者の意見が要約される。第3

苧ーでは，マリペレス港と工業団地の特徴が述ベ九れ， { 

ンフラストラクチュアとして道路，電力，水， i略的設

備，住宅入、QJ〕ic6，＂空が検討されノし第 4事：でi.t' {-f1ii1tlドjな

費用分析がな？れ，総資本時If］，投資配分，／t'~出 I'(剤＂：｝

が推計される。第5章では自由港，工業団地の遼’R卜ーの

問題点がとり Jトーげられ，最後の第G章でTlで述べ六：工弓

なプロジーケ！の提案とがJ；合がたされるの

分析手出Ilれいらいえれ、これ報告書U:"H!ii：た日用便

益分析が「It; jラれていなν..l'r；二便益fll.i］のH/,;I,tけとん

どなされていない。よって計画は，現状分析と関連業行

へのアンケートお上びインタビューの資料をれとして（l

られてU、る円

以下に！人Jねを要約する。

卜経済概観

この章ではブ fリピンの輸入，輸出，貿易収支の現1人

を概観し！羨望を試みているの支た海上翰送の現状士マ

ニラ港使用状，＇，i'.IJ主述べられるの 7 ィリピンfY'・'} r士制造業

品を輸入し i!;{'l干を輸出するケ fプであるが司 Ill＇ケの機

械輸入の場加と，原料の世界価格の低下傾向は，貿易収

支を悪化させている。またフィリピンはたくさんの島々

でなってし、ろh]J，密輸入，性：総出が盛んで，的イでな貿

易体制を妨げている。

ブィリ！こη ンC＇）輸入は， 1111',!I l);i,こみると1!166,h7 11 －守、

(I）ボイラー，機械，機械器具類（12.1%〕（｛｜記入 （日））託料

(8.3%), (3）鉄鋼，鉄鋼製品（8.2%),(4）鉱物燃料，許11

およびそのJ井町物（4.5%〕F (:,I'/L,,気機具（4.2%入（r,）乳

製品， JJ~その it！！の食料品（2. 肝心，（7）紙製品（2.4 ＇；；の，

(8）穀物（2.2%）の 8品目で全輸人の 44.8%をi'，めてい

る。輸入相手間別ではアメリカから35.7%, l ！？ドかじ

29.5%で2国に非常にかたkっているυ19杭7{J'./1為「， 1970

9お

年にかけて輸入は年端9.5%で上昇することが見込まれ，

1970fドの輸入の＇1t，で70%は生）［（ t¥1 1附人となる。：n・11dH

iitfi 人はほとんどうj了Eあるが，＇ lii'/:HJ輸入は年率10.T::,

て＇J.：げーするものと忠われる。

輸出の方をみると， 1967年の主望書輸出品は，（J）木村・

(25.5%〕（汁 3l, (2）砂糖（17.5%),(3）コプラ（15.8%),

iい例19.2%),（＇「： 1 Clトット泊（7.2'1i。），（品）合板（2.J~；，），

(; 1 ，えも~＼ココ十ヴト（2 1%), (8）アパ／； (1.8ワのであ＜・＇

:lた輪111キII手国4とみるとアメリ力が48.4%, fl;;jζが31.5

%ぞqi(i1 入と［•i］じ上－＇j ，.：この 2r司に阿世間に依存してu、ど） c,

1川7'1から1970｛ドi、での輸出展望は，｛f.率 6.7%の給！！！！

Jf/ iJ:!／，；見込まJ1, 1 ;;.:ii'(i，輸H1(4」liごご17°ラとア yミ1) ） 

tl:i.2η4のm,,)vj；物カ、； I1%のf雪力！！ヰξ，全た製造業料ii：ンノ

zアを全輸出の40%にし， 10%の成長をすることが盟主

れ円、る。過去JO年fillに輸出品構成は i次産品にかたよ

斗 : T土んど＇llW！，んa ，たので，：T<'!i'ctr輸 /llr'J，を二J！方、

人fili:Jそりとし ＇「） （り C,hる。

l'i日収支はl州（）ijc・／pI', 19fi7ij二のJtJJh'lj, I !16:~ !j二土19市；q・

令｜冷かて赤字でふ d 》允。 子渋｜｜によAU｛，将i入が主fc・ネ；9日？

t内司 $n'1!il¥が fi.S%併であるので収支赤ヴ・は拡がる....・かで

.u～I) 1970今にfi :1 IC :i仰のJjIごJl；二；f）るものと ＼＇：.. ！、h

／〉 η I ( 1) 1:・:. 'tJ( L＇，♂＇＇：＇•'i:i告が，＇I っ＞f!!j約人の消／JIJ 、 1 ;J: 

F者Sl,1¥1:界｛耐格の変動，それに1Jilえて輪山；人相手｜五｜がアメ

リり， IIフji:の2同に｛hi;.. ＇亡いる弱い檎迭のため，ツィリ

1・": I, Lてitfi可をかLて既存の1l1i企業の償化E，新Lい

愉＇J'.応業の二i守成十＂ I・ I] ／，こいので半pI），そのためには円切

れふハ赤字がで〔七九百本財の輸入；：： ' C製造業そ発i<i'

0・ttたL、という立｜司がうかがえる。

i欠に海運であるが，フィリピンは島が多いためi似j)i,'.業

が＇titしている〈 .:c ，＇） なかでマ二ラ iL~it最も重要なii主で

あり，海正輸送輸入のfi8%，輸出の28%（いずれも｛11Ii{11'1：簡

のパーセント）を取り扱い，沿岸海運のうち入港の17%,

1111告の35%。、子れも価値で）がマニラ渋を使用してい

る！、

二 fハよろに国防；~-f( ¥); (' 1，，内向ti＼）；ーとも迫要な！ii＼｛.＇パ p

i' iii，’：， ・.（：ニラ港t士、 lril息宣I[と」tJl',P}t『1にう川、れてし、 C, :N 

J村f［が白［f背府，；jt土車l頭が後者用｛｝）船舶利用に、11・c1'.;Jvぐ

いるn ifiJ~＼頭は 5 桟橋， 220の保間合底， 111の私虫食l中；，

Pっしり冷凍倉庫などかん成ってい乙。 1%7年においては

23()8f;L, 171仰万トンの紛がここ tcl:IFHした。北埠i.ff'.!は7

校煽々持ち，ブドJ):c ＞内の島々との安易のため約知的

fも JOO万トンの船がここを利用 Lた。しかしマニラ港

も， JXI；に掲げるような／目J題点、をJιJている。 l'(jJ仏海＇i<I) 
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川船は，喫水が32ブイート， i走さが 7307 1 －トま

にーのものしか利用できない。

(2l MHi(111¥l占むと桟橋J)放がれj止し，；，1i:::r>:n Lて待

,'lllしなH／，けならない。

(:!) 貨物i¥I＼｝ポせまく， ;il怖いに荷の紛失点： fo：ト．ずる

0
 ・4・

〆l

、

(.i) idf役会ti:が2れによる独11i (}) ／：こめ，，主将j料が高い。

またサ，；，= iJ｛史用料，貨物,c:1.;;:I；『＇jい。

(f,) 耽i!lJ. : i 100%の仏；＇:i!i:iヰをナるの F11 ir::u1，，かか

り， ,I問frJ:.Jへf..:.2 H 1，裂し，自作紅iみ手続きには約70もの

スF、ソブ引があって煩雑である。

((i) マニラ港はi仕洋でも少ない収入トン（Revenve

Ton）をit：.＇とヲり，容 L'iトン（40立むブ｛ート）か霊

山トン （＇.！2i内f〆ド）を＼」バして諜伺－1-<,' 
(7) 倒閣は ljl/,111¥1 5 11 , l ll のうち H11.'i//t]しかがL訪し

かし、／こめ，船舶の混み（，いに約＊占とかける。

(x) /!F【，if何，＇）「 t政能力♂♂tt』「11：能半 C'jJ ¥: '. 

（！】） こI: ; ! f,:{t，およ仁！と ii），；：入れの施 ＇UJゐ II：＇＋分

に完ffoI. 「1、、fト L、o

A、手々 であるの -It rr;i.'.ltf u) JJl frもやはり 1,;Jじしう 1仁川j制点を

叫ん，船舶停泊能力がifi;< , tl'i'磁！庖,i；／＇.もたく，？？凋能力

も1氏く， (-': －－／が高炉。二う！た欠点i士、＇1烈ハ！ぺレ

ス白由静二J川、 C克服さjI / l：上、hいらない（六二九ι白身

の1庖J聖拡光干〉予定されてu、今が，二こでは’点目各十＜cJ)o'.J: 

／こ－，，リペレス Ni<がγニラ i1ちのrY~滞を主主和する上う E主I没さ

才しねばな「，rtい。それで次のような山、が汚1,1.¥'I:された。

(I) f1,I¥ > 本化L' J リグ Cl スtきをそJ)I 13！、Jll治に

おけるす江川＇ I¥Jlffiをl良川ほ守、 IJペレス港・1'1/..11Mari

vele、PortAuthority）を作る。

(cl 7 リペレスを国際港とし，税関を設ける。

(3) 仁Lでキるなら関前日かc100%荷物険内々免除

Lてもれ白・， l::ろにする。わにじテナ船のIJ，）｛「はそうで

ある。

(.!) 土見合iある NASSC<)(Nation孔！日tee!and Ship-

l則 ild川口 Corporation)Cii 5）のJii!i；，立の他に新たf.こ停泊設

備を大企： I(, 1，，なくとt：川ノ，－トの喫 ・l<(", :l Jj6000 

トンのM:，がはi＇，＇：むきるようにす：！），ゴンテト i1:,U!:J'flで

き， U'i'r議1庖設もト分に作る口

(5) 港に関係するすべての会社，団体の参加による協

力体制をけーる（たとえば， tiこWi人足の労例年H.fr －＇－か，

NASSO lに工る船の｛断：ιtc_l: ). 

2. 製造支者，貿易業者へのインタビュー

料”竺竺

この章では，さず初めにフィリピンの輸出の現状が吟

I除され，次に輸IU製造業者や貿易関係のエキスパートに

fンケピ 1 ーが行なわれ，ついで倉庫関係や輸入業者へ

(!) l’：ケートが士とめられる。

'/ fリピンの｝＇l造業輸出品をはると第1表のようにな

る。斗れらから，靴，薬品類の愉出市場i士明るいことが

わかる。行動車や部品の輸出は主だ少ないが伸びる可能

川があり，電子部品や電気製品も現複はほとんどないが

1・1111刷工R：で倒的引Eな荷品でふるっ 」方，缶詰阪は原

r iがi1]1村淳：でふり，没後，織物以全国的に良好に行なわ

れ・cいるゆえに，輸出加工区に持って〈る必要はないこ

とがわかる。これらをふまえたうえで，関連業者に対十

九戸ンケート調査が行なわれた。

二川イングヒ，－，t，工業団地〔自由加工区〉にはい

ノ：、－I. c，ントの数，その平均規模， /fnfl人数，施設等の），t;

｛縫資料と Lて， ctた染者をこのマリペレス地区に勧誘ず

る｜僚の業者側の関心を調べるために行なわれた。インタ

ーのなさむ，／＝i/Jj，＇，業青は，靴. ,;,:_,'j'，：，薬品， 1・1iji]jfi( 

/il ；，：、農機JL，イi;111 :1,1品，タバコラ衣服．電気器le!.－，也

i’ i',IW，，食物，必；！，その他等の•l9t上である。その結~·：

J リeくレス 1・1由地［又にはいってもよいと考えている業者

l士宮； 2交のようになった。このことは初めの第1段階，

KO，ヴゲール界再犯の；；；o期における]8ヘクタール開発全

！わり 3せるに十；JCふる。残り 62ノ＼ケケ－，レ地区♂JI)丹訟

はひとえに将局の勧誘努力にかかっているといえる。

貿与）業，倉庫関係は 4社にインタビューが行なわれ，み

fιヴリペレス地区に鴨味を狩った。特化機械類の合！弘

if!,:fj;)J；〔料用 f源社11，件JK等〉貯校｝.tf,:iiおよび冷凍施:i止等

に’ぶ要があっ夫 q これらのアンヴート全基にして第：1!~( 

で自由港と工業団地のおもな特徴づけがなされる。

3. 自由港と工業問地の特徴

ごの章では港， ・ct団地iこ必I！＇.な施；没，インフラスト

｝ケチュアの推ii・ポアンケートの結取を用いて具体的／.二

な0れる。

まずマリペレス自由港の海運予測であるがそれは第3

炎の上うになる。これをさばく桟橋や停泊所の施設は，

ll/.{1:ふる NAS日Cけの施設の他iこ，お 1段階で外［母校弘

lJトハリ00ブfート土，沿岸用の3007 ｛ートの桟橋2本を

建設するの 5年後に 2本（いずれも500フィート〉の桟橋

を拡張し，全部で40万トンの処理能力を持つようにするo

II Y段施設に関Lては，初めの 5{Ff］~fこ5叩0平方メートル

i円台取を！？：り，＇I,l/',!2071トンのIi',；ぞ三 tcすようにす乙n

[ ,! ) iえもう〆）i;fミ日明平方メート 11,－（））倉庫を／l1J, 1: 

99 
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第 1表ブイ I) ［：＂ン ）) ./Jil l，川1 愉 11:

！収入 i * i /: 鰯i～6年月 i l %7 ', "'";i弓； : 4ヲl:;rfγT《C,;t Vi 町

靴 （('j，平，「ム ） 恥・f 1,059 876 157 
薬品新 M 353 809 798 
自動車，トラック
その 部品 M 1,224 2,609 l, 925 1,593 
長1 油 製品 一 一一
タハ r M 306 5:14 仏！2 750 C 

織 物 M 9,170 1:s‘開3 16,151 16,078 lら，771 C 
*m ,rS M/W 11 ;l日4 1，“71 771 C 
編物 l¥(l M 4,312 6,479 5,5初 fi,122 5,459 仁
電気指 J1, iin 
電 f 針；，＼／，
/ii- 川食 r',，＇，孔 f/¥¥' 834 I, 786 2,040 1,585 1,455 C 
パイ ノプル ,/ 乱i/¥Vι8,64:'l 101，持14 80,,1:)8 77,328 77‘61汚 ぐ

一一一
(tH1ifi) 九円1ι;itiじ Integrated℃orporation,.¥Iari ,•des Ray I Iarhor and Adiacenl I担dustrial/'.one /)evelojJJuent 

Project・ -Economic Reρort, p. 75. 

Ci主） 本 Jill入トンは M：符ffilン（40江）jノィーー＇ ) 

w: ,r,:,・, lン（2240,l > I ) 

M/W: :'ff,', I、ン／1貢l,',I > (40i'l )jノイ ふ＇.•U22,10 ：ノ、）

第 2袋 fンタにい4 の鮎1児 童詩 H質

〔J リベレスl也lて；？笥，心をt.¥• ' ' j: ) 

｜会；I 政 （，）問吋
｛.、ク 5

｜（件〕i＇→ JI

1. 閉し皮革製品｜ ｜ ｜ 
-・J 人 靴 i 2 I 2～ 31 
、一年1'1i, 1：， 製品｜ 4～ 51 4～51 

2. 薬 i！ 類 I 1 : 2～ 31 
3. 白【！り，re 社I;':,: I 1 I 1～ 2' 
4. 農機具 1 1 i 3～4 
5. 石油製品｜ l I 8 
6. タバコ｜ 1 I 3～ 5 
7. 衣 JiriI 2 ! 4 

, I I 13～14 27～34 

（出所） F,oフnomicReport, p. ')5. 

1:i' 'ii出政

（人）

200～ 300 
400～ 600 

笈）（）
21)（）～ 3別
300～ 4似）

200 
200～ 300 
600～ 900 

2,300～：-i,ooo 

部で 1万5000平方メートノレとし，コンテナ化の進展をみ

て，適宜拡張を行なう。港の全面積は来たる10年間で

14万33加す＇・ ~· ／ートFレとたる。

工業団地の力i士，初め1自ヘケケ－，レが整地主.ll，約10

社位，却＇.） 0人のf記用が期待さ;/lるろ第2期では：－mかr.，，明
社がはいり雇用者も最低6000人位になるだろう (/16）。

次にこの開発プロジェクトに関連したインブ ）_J.,トア

クチュアの険l可ぎあるが， llil／.存，這カ，水， Ji:;｝；山後J十

が行なわれる。道路に関しごfE，マニラ・－－－ ＂リベレス道

路のうちリマイ（Limay）ーマリベレス問28キロメート

ノレが改善され広げられる必要がある。その費用は最高90

万ぺソにのぼり，政府がこの 5～10年の問にこれだけ投

100 

1. I El Iウ f{,i: 
人 iJ.J 24,000 75,000 126, ()()() 
II', Hも 15,500 46,4印） 77，似）0

39,500 121、4朗 笈）3‘00。
2. 什tVi' 1／世）＂

人 if 3,5α） 9,0似｝ 14,000 
LU 討 12,0α｝ :,7,6似｝ 63,000 

15,500 46,600 77,000 
札、 55,000 168,0α） 280,000 

( ii¥ 0lr〕 EconomicRej,ort, p. 106. 

ぼ←！一るとは忍えないが，早急に解決しなければなんない

問題であろう。電力需要は国立電力公社（注 7）の調査等を

参考にし，第 1期（3年間）で3.8～5.3メガワット，第2

1明（引き続く 5年問〉で10.5～15メガワット必要ときれ

;,:,,, 主たネザトワ～ケii¥＇備のため内＇ l'i:)11な，前1'f！，士 IOI川

Jj : ・J' jをi1rに：l（わけri－ミソである丹ノドの；府要は， I ;iつll

家Ir±附合わせて第 1期で2700m'/n，第2期で8100m'm

と推，itδれるの 1丘訴は少なくとも300;,,J線が必要であり，

で川 l氏周は， Jt干ll同電話会社（RepublicTelep！川＂＇

Company）の推，:I-でit，手動式700～900ペソ， r可言iJ式

1000～1200ぺゾ，フィ リピン長距！1.;i('電話会社（Philippi-

nes Long Distance Telephone Company）の推計では，

手別式1500～1800ぺソ，（Jf)J式2000～2100ペソである。
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住宅の推計は，第 1期2000人の雇用脊が1300家族から

1;!,,':1とし f，そのうわ 7α）求・族がNrHl；こ？ 1，、レスJ[I＼［ど

にはいるものとすると700万（11:8）ペソ，また第2期6000

人の雇用i与が4000＇衣服；かれ戊り，それがす ξ＼新規にi.t 

I 1, (/1 I ! rて401)(1.1j，ト＇／パ必要－－ ・,t，，ニ：，.， '1.'Uこ必＂：：！:,: 

1(1i h'i it//; I WJ C・' I !l. Ii，、ケれ叩ル，，~＇｝ ~ ！切で 112ヘケケ

I I l-111ijさiI' l’i’i.1¥ 'l':YJ .J .，、正す〆〉：：ご，n.1，ついの人ii’片；

/Q:/:t Iポlj:t-11 1ートル、＇1たり 1:,;"4;1s1人l：点るは :. ,/ l 

二ヲHillζの；；ん88-15人l ；七較 .j／， とかふり少ないJ

¥tJ液fj.～！？主主用J' 7ンクは；n左述造される子定で HJj 

2500〆之、／のすti日である。 ：t，－.日仁i坊そのもの：・u階建での

いの2I f Jyメー！、。レ＇11t：川190ベヘ 21骨寺住てが300< 

ゾの！，主造？をであり，マリ〈レス）tillズにはし、ど》会？｜：の喫，l背

;-・：：じではrむjI 

1住／l!'.用Ul'H'.QI土低いほど業汚にとっての減灰！となる

マリ： l’，，，＿m，，，予ヤーゾ；J:，.二＇ i'll!の Lのをと15HI. 

？脅え，・，！t,上う。 宇艇に J 三弓j性むは 2ノjトLのj;,',i); 

待問み，持降ろしするのに IIi ''jたり8000ぺソかかるの

：マリ ）スで：上作業全能率約にできる土う設t；十，＼ ,Ji. 

る。セfこ，マ IJペレスが？コヲ；汚の入11にfl'！：間LてL、；：，

も外！ I I ¥l,iに土 ！てはHii'I',[J）節約i' なる十ヘうい

4. 予備的費用分析

F の章－：・：Iこ（／） 戸 川 ジ ケトの＇／＼＇ If]分析がたされノい

しかし.：：.v）段階では地価や工業団地にはい副会村．の数

等が確定Lていtc¥ 'rJ) '(' ほんのf叫／（／；＿Jt（考然 Lかな，'I:れ

、l、なV'o 

.t F給、投資！止℃あるが，おおまかな1ft，』i JOI／こ上jt./f', 

,1,_,,-t没l二700ガぺ人 I：業i,1rn＼建，＆＇.iC-l(iOOJ；、、ノ rJ>,iH:-1り0

)jベゾが必要である。もしとの貸別を1：業問地の l:J也；f(,,

r:1 : ，るし、： ti也／＼；＇： ）揃う土 j ーと軽！なIJ司楚J Utll1hi h'J; t 

80，ヲター Jレ・r.:u., 心／）、ら

43,000,000 . , ” G4ペソ／、i三Iiメーートノレ8110、（）【)0

となり， 予期されぬ予ii/11費を考慮すれば1平方メート／レ

、＇＇：とり 80空Iで；IJU!il＞売れれることが望まい、。ま！＇： tを
1{ Jれるl必（＇，I土1ド方メート／レ当えり約10へソが年当之

りの地代となろう。よって土地だけで総費用をまかなう

仁々と十れd，一r業団地の上地がすべて売れるなり，賃

貸されることが必要でそのために関連業者への勧誘，宣

伝；'J，非，，；：；iこ必要となってく乙ことがわかる。

投資問己分はこのレポートでは計上されていない。しか

！港施校，水供給，輸送作系，道路，電話，訓練施設，

m仔，郵便局，泡力，工業世地造！ん住宅？；：もろも 7，の
投資がff効的に両i！分される必要がある。

料 一 ” 哩 型 里 担 型

また，巡転費用（港使用料，電話，電力料金，地代等）

の”手納なうf析もこ引レポートでは扱われてL、ないのが悔

:thる。

二ω後『経済報告書』は第5章で自由港，工業団地の

運常 HりiJ¥J麺と第 G章で存.'i論，佐宗と本文の第2tmでま

とめた1l,J'＃が述、られて伝却で 147ペーンの報告を終え

み。この総合書l土第 1段階の7 リペレス自由港と80へク

ソールi/）＇.ノ＇j／勤集約的輸出明軽工業の団地frりに主ii長がお

かれ ζいて，電工業i也ば 140ヘクタールの開発について

は述べ （， ~ Lてu、なL、。

1971年現在において軽工業団地開発の計画は， 1971年

士レでに12.5ヘクヲーノレを開発し，這カ2万9000キロワッ

ト，；／（22万銃犯0Ii 11ン／11/ri鼠で， t,Jj地区画41のうち58/'J二を

入れる予定であり， 1972年までに45.5ヘクタールを開発

し電力4万9（削キロワット，水42J-Y9C則的：zン／時IHJで

871玄両に91社がはいれるように計画が具体化されてきて

L、る。

Cit叩 1) Asiatic Integ凶 edCorporation, A1arive 

!es Ray 11山一bora，ぬ i.4-djacent Industrial /one 

lh--1珂loj>inentJ>roj町 t J,,'cnnomic Re判官1:(Manila, 

April 1969). 

(ii 2）緬／1/1在（［（/Jバ t:,; I o 

(it ;i) 伽航費(ici＞パーセント。

(11 ,j) ぷ〉治会ti') 報告ご［よ紛失fr物は1967!1に

800）］ 卜＞（・に U＞はるといウ。

U1 5) 第 21斗参照。

(ii 6) 二1,,1;1mお川口十は辺少評価 C,l,つり， l'.170¥

,1, Foreign Trade Zone Authorityの惟討では間期j合

υせ :l万～：l7.16000人とな Jγいるの

( i I: 7 ) National Power Corporation. 

心、 8) 1 ii宕 lhJ 、ソの伐Ii）としと υ｛算さ iI fい

司

〆J0 

( ii 9) マリベレス j止を使用 rる場合にはマ三守港

上り 2ll 節約二寺る。

（注10) これに関しては technicalstudyが行なわ

札た .t＂）であうが人fLきなかった。

（経済成長調査凱〉

IOI 
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